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平成 26年７月 25日 

各  位 

 

会 社 名 株 式 会 社 エ ム ア ッ プ 

（コード番号：3661 東証第一部） 

 

 

電子書籍 伊集院静「なぎさホテル」配信開始に関するお知らせ 
 

株式会社エムアップ（所在地：東京都渋谷区、代表取締役：美藤宏一郎）は、 

電子書籍レーベル「デジタルブックファクトリー」より、電子書籍 伊集院静「なぎさホテル」の配信を

開始いたしましたので、下記の通りお知らせいたします。 

 

記 

 

概要 

 

名称：伊集院静「なぎさホテル」 

価格：1,000円（税別） 

配信ストア：Kindleストア、iBookstore、BookLive!、楽天 kobo などで７月 25日より順次配信開始 

 

 

内容 

 

かつて湘南・逗子海岸に実在した「なぎさホテル」。  

離婚の慰謝料で膨大な借金を抱え、住む場所も帰る家も失い、博打や喧嘩に明け暮れるすさんだ生活。 

行くあてもなく東京を飛び出して、フラリと立ち寄った「なぎさホテル」を舞台に、 

人生のどん底でもがき苦しみながら作家としてスタートを切ろうとする著者と、 

優しく見守る周囲の人々との交流が始まる。 

若き日の伊集院静が苦悩を抱えながら、作家としてデビューするまでの不器用で、 

傷だらけだった日々を描く。 

不況のどん底で苦しむ現代の若者にも世代を越えて共感を呼ぶ自伝的エッセイ。  
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【iBook store版限定特典】 

著者がなぎさホテル跡地の逗子海岸を訪れるロケを敢行。 

ゆかりの地で亡き前妻・夏目雅子さんとの思い出を語った 

貴重な撮りおろしインタビュー動画を収録しています。 
 

購入方法 

 

Kindleストア、iBookstore、BookLive!、楽天 kobo などの電子書籍ストアにて「なぎさホテル」で検索 

 

※2010年 2月にアプリ形式で App Storeにて配信していた同タイトルを、 

世界で標準的に使用されている EPUB 3 に変換、配信するものです。 

アプリ形式と異なり、さまざまなハード・ソフトに対応し、 

国内外の幅広い電子書籍ストアで配信開始いたします。 

 

 
※参考情報 

 

・伊集院静（いじゅういん・しずか）プロフィール 

昭和 25年 山口県防府市生まれ。立教大学文学部卒。広告代理店勤務を経て、CMディレクターとして活躍。 

「伊達歩」名義で作詞も手がけ、第 29回日本レコード大賞受賞作品の近藤真彦「愚か者」など 

多数のヒット作を生み出す。 

昭和 56年、短編小説『皐月』でデビュー。平成元年 処女短編集『三年坂』を刊行。平成３年『乳房』で 

第 12回 吉川英治文学新人賞、平成４年 『受け月』で第 107回 直木三十五賞、 

平成６年 『機関車先生』で第７回 柴田錬三郎賞、平成 14年『ごろごろ』で第 36回吉川英治文学賞を受賞。 

平成 23年から直木賞選考委員に就任。 

主な著書は『海峡』三部作、『美の旅人』、『羊の目』、『お父やんとオジさん』、『浅草のおんな』、 

『いねむり先生』、『星月夜』、『ガッツン！』、『ノボさん』、 

『愚者よ、お前がいなくなって淋しくてたまらない』など多数。 

『大人の流儀』シリーズは累計 100万部を突破した。 

近年は電子書籍にも積極的に取り組み、2011年 9月にリリースした『男の流儀入門【震災編】』では 

 「ダ・ヴィンチ電子書籍アワード 2012読者賞」を受賞した。 

 

・「デジタルブックファクトリー」での配信実績及び詳細については、 

http://dbookfactory.jp/をご覧ください。 

 

 

 
・株式会社エムアップ 代表取締役 美藤宏一郎 

本社  東京都渋谷区渋谷二丁目 12番 19号 東建インターナショナルビル本館 5階  

事業内容 携帯コンテンツ配信事業、PCコンテンツ配信事業、eコマース事業 

URL  http://www.m-up.com/ 

 

・本リリースに記載されている商品名、サービス名は、各社の商標または登録商標です。 

・電子書籍のダウンロードに際しては、別途パケット通信料が必要となります。 

 

■本件に関するお問い合わせ先 

株式会社エムアップ （http://www.m-up.com/） 

ＩＲ担当 E-Mail  ：ir-support@m-up.com  

以 上 

「電子書籍でしか出来ないことがあるはず」 

作家・伊集院静のこんな提言から出発した電子書籍レーベル 

「デジタルブックファクトリー」では、電子書籍だから出来る表現を 

さらに進化させ、新しい形のビジネスモデルを構築しています。 

http://dbookfactory.jp/

